
○ 授業における特別支援のあり方について、意見を出し合うことができる。

○ 個別の支援と学級全体の指導の両立について、実践を紹介し合うことができる。

ねらい

この例のポイント

○Ａ３版一枚にポイントを整理して、見

やすくする。

○学級と対象児童生徒の関連付けを意識

しながら見ることができる。

○対象児童生徒に関する細かい資料があ

れば別紙でつけるとよい。

３ 個別の支援（※）

○目標と関連する支援を、実施可能な

範囲で書きましょう。

２ 本時の個別の目標

○学級と対象児童生徒の関連付けを考えます。

○授業が活性化し児童生徒が高め合う中でこそ

個別の支援が生きるものです。学級全体の目

標も協議します。

４ 個別の評価規準（★）

○予想される児童生徒の反応を考えな

がら、評価規準を書きましょう。

○学級活動でなく教科の場合は別に表

にする方が具体的でよいでしょう。

１

個別の所見

○この例は

本児の実

態を表に

整理して

示しまし

た。

○できない

ことばか

りでなく

できるこ

とも書き

ます。
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（４）まとめ（２０分）
○研修で参考になったことを紹介し合う。

・個別の指導・支援について

・特別支援対象児童生徒を視野に入れた学級経営について

・特別支援対象児童生徒を視野に入れた学習指導について

（２）記録係からの説明(５分）
①学級全体の指導について

②対象児童生徒について

（１）自評（１０分）
①学級全体の指導について

②対象児童生徒について

・これまでの指導・支援の経過と本児の変容

…個別の指導計画、知能検査・学力検査、

Ｑ―Ｕ等の説明も含めながら

・本時の指導・支援と評価

…学習指導案に基づく振り返り

対象児童生徒専任の記録係も作るとよいで

しょう。対象児童生徒の反応・発言・行動等

の記録があると振り返りやすくなります。

ノートや作品等は研究会の時に回覧します。

この３つの視点で気

付いたこと、考えた

ことを共有します。

（３）協議（４５分）
①本時の対象児童生徒の指導・支援と評価について

・個別の目標と評価

・個別の支援

②対象児童生徒の指導・支援の経過と変容について

③学級全体の指導について

・本児の支援を視野に入れた学級経営のあり方

・本児の支援を視野に入れた教科・領域等の学習

指導のあり方

自評は本時の評価を中心に行います。

対象児童生徒のこれまでの経過等はあ

くまで補足です。

○「指導と評価」の観点で、対象児童生徒への学習指導について話し合いましょう。

○翌日からの授業実践につなげるために今日の授業から学ぶことを話し合いましょう。

○児童生徒の変容や成長は、生活場面ばかりでなく授業の中でも見られるはずです。

その気付きが授業改善の意欲につながります。

学級全体の指導の協議に時間を

とります。個別の話に終始する

と対象児童生徒に関わりの薄い

先生が参加しにくいものです。

具体的なすすめかた


